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「北海道理科RiSINGプロジェクト」初年度の取組

岡本 研・三木勝仁

北海道立教育研究所附属理科教育センターでは，従来の教員研修講座に加え，新たな理科教育充

実のための方策「理科RiSINGプロジェクト」を計画立案し，本年度実施した。その初年度の取組の

成果と課題について報告する。
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はじめに

本年度，北海道の理科教育の充実発展を図

り，新たに「理科RiSINGプロジェクト（Rika

class Support & Innovation system for the

Next Generation ～次世代のための理科授業

の支援と刷新のシステム～）」を実施した※１）。

本プロジェクトは，主に以下の①～⑤の５つ

の柱から構成されており，これらをリンクさ

せることにより，継続的に主に義務教育の教

員の理科の指導力向上を図るものである。

① 観察・実験を中心とした理科の授業

づくり研修「理科教育センター授業づ

くり講座」

② 観察・実験の指導力向上のための大

規模な研修事業「理科パワーＵＰ研修」

③ 小学校理科校内研修支援事業

④ 小学校理科ミドルリーダー養成事業

⑤ 開発教材等のシェアリング体制

１ 理科パワーＵＰ研修

本年度から開始された国の事業である「観

察・実験指導力向上研究協議会」に，道の研

修事業の一部を組み合わせ，義務教育の理科

の観察・実験の指導力向上に係る研修「理科

パワーＵＰ研修」を実施した。本研修を通し

て，若手教員や理科の学習指導等の充実に資

する中核教員の育成を行うとともに，研修の

成果を全道に発信し普及啓発を図り，本道に

表１ 理科パワーＵＰ研修実施状況

会 場 受講者数 受講者数 受講者数

(小学校若手) (小学校中核) (中学校中核)

① 北見北斗高校 ７ ７ ９

② 理科教育センター ８ １２ １３

③ 理科教育センター ２３ １６ ２３

④ 釧路東高校 １５ １０ １５

⑤ 理科教育センター １４ １５ １９

⑥ 理科教育センター １２ １７ １９

７９ ７７ ９８

２５４（名）

おける理科教育の充実と本道の児童生徒の学

力の向上に資することを目的とした。研修は，

観察・実験の実習，理科教育に関する講義及

び演習，大学教員による講演，研究協議等で

構成される。本年度は，当センターで４回，

北見市及び釧路市で各１回ずつ実施した（表

１）。１年間で254名の教員が受講し，教員か

図１ 理科パワーＵＰ研修の実習

計
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らの評価も高く，大きな成果をあげることが

できた。なお，内容の詳細については本誌別

稿をご覧いただきたい。

２ 小学校理科校内研修支援事業

３年前より滝川市において試行を開始し，

昨年度より全道で展開した「小学校理科教育

に関する校内研修支援プロジェクト」を，本

年度はさらに規模を拡大して本庁主催事業「小

学校理科校内研修支援事業（小学校理科サポ

ート事業）」として実施した。

本事業は，小学校での理科教育に関する校

内研修会の充実を図るために，地域の学校種

間連携を活用し，高い専門性を持つ高等学校

理科教諭を校内研修の講師として派遣するこ

とにより，小学校理科教育充実のための支援

を行うことを目的としたものである（図２）。

昨年度までは，当センターが主催となり，

協力高校にセンター職員が出向いて指導を行

っていたが，本年度は当センターを会場とし

て当センターで開発した学習プログラム及び

教材を用いて「校内研修支援員研修」を実施

し，新規に18名の高校教諭が支援研修を受け，

昨年度までの経験者を併せて道内の全14管内

において小学校の校内研修の講師や公開授業

の授業者を務めた（表２）。

「小学校理科校内研修支援事業」は，地域

の人材活用という面で非常に効果的な事業で

あり，低予算でもあることから，事業の継続

図２ 小学校理科校内研修支援研修

表２ 小学校理科校内研修支援事業実施状況

管内 支援員 校内研修等実施校 実施

（講師） 回数

空 知 滝川高校 滝川市立西小学校 1

石 狩 千歳高校 北広島市立東部小学校 1

後 志 寿都高校 寿都町立寿都小学校 1

胆 振 室蘭栄高校 室蘭市立海陽小学校 3

日 高 浦河高校 浦河町立浦河小学校 4

渡 島 松前高校 松前町立松城小学校 1

松前町立大島小学校 1

檜 山 江差高校 江差町立江差小学校 3

上ノ国町立滝沢小学校 1

上ノ国町立上ノ国小学校 1

上ノ国町立河北小学校 3

上 川 旭川工業高校 旭川市立永山小学校 1

旭川商業高校 比布町立中央小学校 1

留 萌 留萌高校 留萌市立潮静小学校 1

留萌千望高校 留萌市立潮静小学校 2

宗 谷 浜頓別高校 猿払村立鬼志別小学校 3

稚内高校 稚内市立稚内港小学校 3

ｵﾎｰﾂｸ 北見緑陵高校 北見市立美山小学校 1

十 勝 帯広柏葉高校 帯広市立啓西小学校 2

芽室高校 芽室町立芽室西小学校 3

釧 路 弟子屈高校 釧路市立青葉小学校 1

釧路市立湖畔小学校 1

弟子屈町立弟子屈小学校 1

根 室 根室高校 根室市立成央小学校 3

と発展が期待される。実際に，昨年度協力い

ただいた高校教員も多数継続して支援員を務

めてくれたことや，支援員からは「小学校の

教育内容について理解することができた」，「小

学校の教材もアレンジによっては高校の授業

でも使うことができる」，「地域に貢献する喜

びを感じた」といった声も聞くことができた。

また，研修を受けた小学校教員からも下記の

ように高い評価を得た。

本事業は後述の「開発教材のシェアリング

体制」ともリンクしており，理科教育センタ

ーの開発教材を活用した研修内容であり，小

学校の教員からは実践的で効果的な研修内容
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図３ 小学校理科校内研修支援事業概念図（北海道教育庁学校教育局義務教育課作成）
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であると高い評価を得た。また，校内研修実

施後は地域で教材を保管する仕組みとなって

おり，他の小学校でも後日実施することがで

きる。

【実施報告より】

○ 研修を通して，実験を行う際の事前

の教材研究の大切さを感じた。

○ 器具や薬品の正しく安全な取扱い方

法について体験を通して学ぶことがで

きた。

○ 身近な素材を使用してのものづくり

であり，取り組みやすかった。

○ 公開授業での児童の反応が良かった。

○ 子どもたちが時間を気にせず熱中し

ていた姿を見て，興味・関心を高める

指導の充実を図ることの大切さを感じ

た。

○ 今まで自分がやっていた方法が危険

であることがわかった。

○ 人のウデや鳥の手羽を使ったり，筋

肉モデル実験によって，筋肉と骨の関

係がよくわかった。

○ クリップとエナメル線でモーターを

つくり，仕組みを簡単に理解すること

ができた。

３ 小学校理科ミドルリーダー養成事業

本事業は，地域の理科教育に関するミドル

リーダーの育成を目指し，理科教育センター

と小学校の教員が協力して授業づくりに関す
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る共同研究を行い，地域での実践を通して，

全道の小学校理科教育のレベルアップをねら

いとした事業である。特に，観察・実験を中

心とした問題解決学習により思考力・判断力

・表現力を育むための指導法について研究と

実践を行い，研究の成果を全道の小学校に普

及し，授業研究及び授業改善に活用すること

により，地域の理科教育の活性化と児童の学

力の向上を図る。

理科パワーＵＰ研修参加者の小学校中核教

員の中から，各管内１名，全道14名の教員に

研究協力を依頼し，本年度はその第一歩とし

て，理科パワーＵＰ研修の内容に関しての検

討や次年度に向けての改善について検討を行

った。

４ 開発教材のシェアリング体制

「小学校理科校内研修支援事業」において，

当センターで開発した「観察・実験キット」

を，小学校での講師となる高校教員に対する

支援研修で活用し，校内研修に必要な数を配

付した。前述の通り，これらの教材キットを

用いて高校教員の支援員は小学校で校内研修

や公開授業を実施した後，次年度以降もこれ

らの教材を地域のすべての小学校で活用（シ

ェアリング）することができるよう，所属校

にて保管している。

図４ 提供教材の例（筋二くん）

５ まとめ

今年度初めての実施となった本プロジェク

トであるが，これまでにない規模の教員研修

である「理科パワーＵＰ研修」の全道展開で

の実施や，「小学校理科校内研修支援事業（小

学校理科サポート事業）」の規模拡大とシステ

ム化，「開発教材シェアリング」の体制づくり

等，義務教育の理科教育に対する継続的で効

果的な支援体制を大幅に強化することができ

た。このような試みは，全国唯一の都道府県

立の理科教育センターを有する北海道ならで

はの実践といえる。今年度は「小学校理科ミ

ドルリーダー養成事業」を当初の計画通りに

進めることができなかったが，その第一歩と

なる組織作りを行う事ができたので，次年度

からはさらに理科教育の支援体制を充実させ

ることができるものと考えている。
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